
１２ヶ月の英文名の７月July はジュリアス・シーザー、８月Augustはアウグストゥスを表して
いる。ジュリアス・シーザーの後を継いだアウグストゥスがローマ帝国の初めの皇帝である。 
ジュリアス・シーザーのもとで活躍した建築技術者がウィトルウィウスであり、アウグストゥス
の時代に建築の基本思想をまとめた建築十書をアウグストゥスに献納している。紀元前の話であ
る。 

ここに載せた図の左に座っている
のがアウグストゥス皇帝、右に
立って建築を説明しているのが
ウィトルウィウスである。 
西洋建築史の講義でウィトルウィ
ウスのことを聞いたと思うが、忘
れていた。大学院を卒業したばか
りの頃、建築学会主催の何百人も
集まる大きな講演会で、坪井義勝
先生が基調講演をされた。はじめ
に「この会場にいる君たち、ビト
ルビウスの強・用・美を知ってい 
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るか、知っている人は手をあげなさい」と言われた。嘘はつけないので、恥ずかしながら手を上
げずにいたが、それほど多くの人が手をあげたわけではなかった。 
その後に調べ、ウィトルウィウスの言葉「強用美」は、建築のことや研究のことで悩んだ時の心
の支えになった。色々なプロジェクトで設計や施工の議論をするときに「そんなことはできな
い」という担当者に「だって、建築の基本は強用美でしょう」といって説得してきた。 
英語訳で、十の書物のように翻訳されたので、「建築十書」と言われているが、建築全体につい
て書いた一冊の本であり、１章から１０章までで構成されている。 
東京理科大の宇野求先生は、建築十書の「強用美」より前の章に、都市や城を作るときは適地を
選ぶことから始めねばならないと書いていることを教えてくれた。豊臣秀吉や徳川家康などの将
軍も同じことを考えたはずである。 
東日本大震災で大津波に流された村や町、最近の豪雨災害で江戸時代には遊水池を兼ねていた農
地にまちを作ったところに大きな浸水があったこと、北海道の地震災害で起きた大きな崖崩れの
下に家々があったことなどを見て、適地でないところに人々が暮らすようになったことに大きな
問題があると思う。 
我々、構造設計者は、市民の安全、安心した暮らしを守ることが基本的な仕事である。建主、建
築家と仕事を始めるとき、その建築の強用美を求めることは当然として、建設地の適否、地盤の
適否を見極めることも重要な仕事であるように思う。 
１０月１５日のフォーラムでは、宇野求先生に建築十書についてお話ししていただき、今の建築、
これからの建築について議論したい。 
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■ Marcus Vitruvius Pollio　マルクス・ヴィトルヴィウス・ポリオ 

 建築家・建築理論家BC80年/70年 - BC25年 ローマ帝国初期 

『建築について』De Architectura(『建築十書』) 
　現存する最古の建築理論書 
　紀元前30年から紀元前23年ころ 

　技能と学識の双方が建築家には必要 
　絵筆の技術＋幾何学の知識＋歴史への造詣 
　哲学に従い、音楽、薬学、法律、天文学、神学 

Vitruvius is the author of De architectura, known today as The Ten Books on Architecture,[22] a treatise written in 
Latin on architecture, dedicated to the emperor Augustus. In the preface of Book I, Vitruvius dedicates his writings 
so as to give personal knowledge of the quality of buildings to the emperor. Likely Vitruvius is referring to Marcus 
Agrippa's campaign of public repairs and improvements. This work is the only surviving major book on architecture 
from classical antiquity. According to Petri Liukkonen, this text "influenced deeply from the Early Renaissance 
onwards artists, thinkers, and architects, among them Leon Battista Alberti (1404–1472), Leonardo da Vinci (1452–
1519), and Michelangelo (1475–1564)."[14] The next major book on architecture, Alberti's reformulation of Ten 
Books, was not written until 1452.

Vitruvius is famous for asserting in his book De architectura that a structure must exhibit the three qualities of 
firmitatis, utilitatis, venustatis – that is, stability, utility, beauty. These are sometimes termed the Vitruvian 
virtues or the Vitruvian Triad. According to Vitruvius, architecture is an imitation of nature. As birds and bees 
built their nests, so humans constructed housing from natural materials, that gave them shelter against the 
elements. When perfecting this art of building, the Greeks invented the architectural orders: Doric, Ionic and 
Corinthian. It gave them a sense of proportion, culminating in understanding the proportions of the greatest 
work of art: the human body. This led Vitruvius in defining his Vitruvian Man, as drawn later by Leonardo da 
Vinci: the human body inscribed in the circle and the square (the fundamental geometric patterns of the 
cosmic order). In this book series, Vitruvius, also wrote about climate in relation to housing architecture and 
how to choose locations for cities.
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ヴィトルヴィウス 
第一書 
序文 

1. 皇帝カエサル、あなたは、神のような知性と意志を持って世界を支配する権利を獲得するべく戦われてき
ました。あなたの無敵の勇気によって敵はすべてあなたの軍門に下り、あなたに従う市民は皆あなたの戦勝
と輝かしい勝利を讃えています。あなたの言葉と呼びかけに応じて、すべての異国はあなたに従い、最も高貴
なあなたの思想と方針に導かれて、ローマの人々と上院のメンバーは異国の脅威に対する警戒から解放され
ました。いま敢えて、ここに、あなたが不快になることがないように塾考し、あなたにとって深刻かつ重大
な点を考慮して、恐れながら、私の建築に関する文章と長年深く考えてきたアイデアを公刊いたします。

序文 
建築家教育 
建築の基本原理 
建築分野 
都市の立地 
都市の城壁 
街路の方向 ; 風について 
公共建築の配置 

はじめに 
住居の原型 
物理学による原型と本質 
ブリック 
石灰/ライム 
火山灰/ポツォラナ 
石 
建築壁の方法 
木材 
高地と低地のモミ 

はじめに 
シンメトリーについて： 
神殿 及び 人の身体について 
神殿の分類 
柱間と柱の比例 
神殿の基礎と下部構造 
イオニア式オーダーのベース、キャ
ピタル、エンタブラチュアの比例

はじめに 
３つのオーダーの起源 及び コリン
ト式キャピタルの比例 
オーダーの装飾 
ドーリア式神殿の比例 
ポルティコの内室と奥室 
神殿のあるべき正面 
神殿の入口への通路 
タスカンの神殿 
円形神殿とバリエーション 
祭壇



はじめに 
裁判所と会堂 
宝物庫、刑務所、および貴族の邸宅　 
劇場：その敷地、基礎、音響 
声の調和 
劇場での音の響き 
劇場計画 
ギリシア劇場 
劇場敷地の音響 
回廊と歩道 
浴場 
レスラー訓練場 
港、防波堤、造船所

はじめに 
家の様式を決める気候について 
対称性及びそれを敷地に合わせる修正 
主要な部屋の割合 
異なる部屋の適切な見せ方 
いかに所有者の状態に部屋を適合させるか 
農家 
ギリシアの家 
基盤と下部構造について

はじめに 
床 
スタッコのための砕いた石灰 
ヴォールト状にすることとスタッコ作業 
湿った場所でのスタッコ作業と台所の仕上げについて 
フレスコ画の劣化 
スタッコのなかで使う大理石 
自然な色 
朱と水銀 
水銀（続き） 
人工色： 黒 
青、 黄土色 
鉛白色、真鍮色、サンダラック紫 
紫 
紫色、黄土色、マラカイト緑、藍色の代替品

はじめに 
水の探し方 
雨水 
異なる水のさまざまな特性 
おいしい水の試し飲み 
水準計および水準計装置 
海草、井戸、および水槽　　　　　　　 

はじめに 
黄道帯と惑星 
月の満ち欠け 
黄道帯12宮を通る太陽の軌道 
北の空の星座 
南の空の星座 
天文学と気象予知 
８の字を描く年間の太陽位置と応用 
日時計と水時計

はじめに 
機械と道具 
巻き上げ機 
動力源 
揚水部隊 
水車と製粉場 
螺子式制水弁筐 
クテビウスのポンプ 
水オルガン 
走行距離計 
投石機 つまり 包囲型砲兵部隊と野砲 
据え置き式の大型弩砲 
投石機の弦と調整 
攻城兵器 
鎧 
ヘゲトールの鎧 
防衛の措置 
SCAMILLI IMPARES（ギリシア神殿の正面と 
側面の中央にある扇形状の不均等な階段）に関する注記 
索引



CHAPTER I 
THE EDUCATION OF THE ARCHITECT 

1. The architect should be equipped with knowledge of many 
branches of study and varied kinds of learning, for it is by his 
judgement that all work done by the other arts is put to test. This 
knowledge is the child of practice and theory. Practice is the 
continuous and regular exercise of employment where manual work 
is done with any necessary material according to the design of a 
drawing. Theory, on the other hand, is the ability to demonstrate 
and explain the productions of dexterity on the principles of 
proportion. 

2. It follows, therefore, that architects who have aimed at acquiring 
manual skill without scholarship have never been able to reach a 
position of authority to correspond to their pains, while those who 
relied only upon theories and scholarship were obviously hunting 
the shadow, not the substance. But those who have a thorough 
knowledge of both, like men armed at all points, have the sooner 
attained their object and carried authority with them.

CHAPTER I 
建築家教育 
1. 
実務と理論から得られ知識が重要。多岐にわたるの研究知識、多様な学習が
必要。仕事がうまくいくかどうかの判断と試験を行う際に建築以外の技術を
使うことがあるため。 

実務：設計図に基づき必要な材料で手仕事 恒常的に仕事に従事 
理論：比例の原理に基づく熟練の成果を示し説明する能力のこと 

2.  
したがって、手仕事の技巧を身につけても学がない場合、建築家はその苦労
に見合うだけの地位に到達することはできない。一方、理論と学識だけを頼
りにしても、明らかにそれは空虚な影を追うようなものであり本質ではない。

しかし、双方のすべての知識を得た者は、すべてを武装している男のように、
いずれそのうちその目的を果たし権威者になるのである。

CHAPTER III 
THE DEPARTMENTS OF ARCHITECTURE 

1. There are three departments of architecture: the art of building, the making of 
timepieces, and the construction of machinery. Building is, in its turn, divided 
into two parts, of which the first is the construction of fortified towns and of 
works for general use in public places, and the second is the putting up of 
structures for private individuals. There are three classes of public buildings: the 
first for defensive, the second for religious, and the third for utilitarian purposes. 
Under defence comes the planning of walls, towers, and gates, permanent devices 
for resistance against hostile attacks; under religion, the erection of fanes and 
temples to the immortal gods; under utility, the provision of meeting places for 
public use, such as harbours, markets, colonnades, baths, theatres, promenades, 
and all other similar arrangements in public places. 

2. All these must be built with due reference to durability, convenience, and 
beauty. Durability will be assured when foundations are carried down to the 
solid ground and materials wisely and liberally selected; convenience, when the 
arrangement of the apartments is faultless and presents no hindrance to use, and 
when each class of building is assigned to its suitable and appropriate exposure; 
and beauty, when the appearance of the work is pleasing and in good taste, and 
when its members are in due proportion according to correct principles of 
symmetry.

第3章 
建築の３つの部門 

1.　建築には、建物の技術、時を告げる装置の製造、機構の建設 の3つの部門がある。次
に、建物は2つに分類される。ひとつは、防衛された街の建設と公共の場所での一般的な
使用に供するものであり、もうひとつは、個人のため造営されるの建造物である。さらに、
公共建物には3つの種類がある：第1は防衛的、第2は宗教的、第3は効用を目的にする建
物である。防衛的には、壁、塔、門など、敵の攻撃に抗する恒久的な装置の計画が必要で
ある。宗教的には、不滅の神々の神殿や寺院の建設が必要である。効用については、市場、
広場、浴場、劇場、遊歩道、その他、同様の公共施設の対処について公的利用のための集
会所の提供が必要である。 

2.　これらすべては、耐久性、効用性、美しさを考慮して建造されなければならない。
材料が賢く裁量を持って選択されて、基礎が地盤が固い地面に設置されてると耐久性が確
かなものになる。居住用建物の配置については失敗や支障がなく建物の階層に合わせて似
つかわしく適切な外観が与えられれば、効用性が生まれる。美しさは、仕事の外観が歓び
に満ちて趣味がよく、対称性についての正しい原則に従って建物の各部が正当な比例に沿っ
ているときに、現れる。 



BOOK I     CHAPTER II 
THE FUNDAMENTAL PRINCIPLES OF ARCHITECTURE 

Architecture depends on 

　　　　　Order                      順序 
　　　　　Arrangement           組み合わせ 
　　　　　Eurythmy                律動的均整 
　　　　　Symmetry               均斉性(量的均等性＋形式的対称性) 
　　　　　Propriety                 適切性 
　　　　　Economy                 経済合理性 

Order  順序 
［順序］は、別々に考慮される作品のメンバーに正当な尺度を与え、全体の割合に対して対称的な一致を与える。
それは量に応じた調整です。これは、作品そのもののメンバーからのモジュールの選択を意味します。メンバー
の個々の部分から出発して、対応する作業全体を構築する。 

Arrangement　配列 
［配列］は、物事を適切な場所に置くことを含む効果の優雅さのことで、その仕事の性格に応じた調整によるも
のです。その表現形式は、グランドフロアの計画、立面と街路から絵です。 

Eurythmy　律動的均斉 
［律動的均斉］は、調整された各部材の美しさと適合性のことである。これは、その仕事の成果の各部材が、そ
の幅に適した高さ、そして長さに適した幅であるとき、言い換えれば、それらすべてが均斉のとれた呼応をして
いるときのことである。 

Symmetry　均斉性(量的均等性＋形式的対称性) 
シメトリー/均斉性は、建物自体の部分と部分が適切でバランスよく安定した状態のことであり、標準として選
ばれた確かな部分に照らし合わせた、異なる部分と全般的な図式との間の関係のことである。人体には、前腕、
足、手のひら、指、および他の小さな部分の間に一 
種の対称的な調和がある。完璧な建物にも同じことがいえる。 

Propriety   適切性 
［適切性］は、承認された原則に基づいて建物が正式に建てられたときの完璧なスタイルのことです。 対処法、
使用法、または自然によって実現します。 

Economy   経済合理性 
［経済合理性］とは、材料や現場の適切な管理と工事の建設における費用と常識のバランスのとれた均衡を意味
します。

　　　維新　　　　｜関東大震災｜戦災　｜高度成長　｜バブル｜ 
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